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　海老ヶ瀬からはばたいていった卒業生は、いまどんなところで活

躍し、また、どんな学生生活を過ごしていたのでしょうか。東京・

渋谷にあるITベンチャー企業で働く卒業生にインタビューしました。

■ 石井　彩月 さん（株式会社AbemaTV 広告本部）

いしい さつき／新発田市出身。新潟県立大学国際地域学部国際

地域学科比較文化コース２０１８年３月卒業。同年４月、株式

会社サイバーエージェント入社。チーフアカウントプランナー

として、主にインターネット動画配信事業「テレビ&ビデオエン

ターテインメント・ABEMA」においてCM動画の企画営業に

従事する。

インターネットCM動画の力で商品のPR活動に貢献
　若いうちから大きな仕事に取り組める会社かどうかを軸に就職活動をしていました。サイバーエージェントは、新入社員
にも規模の大きな仕事を任せてくれる社風であったこと、また、インターネット動画配信から、ゲームやアプリの開発、イ
ンターネット広告まで様々な事業に関わるチャンスがあり、こうした仕事を通して私自身も大きく成長できるのではないか
と思い入社を決めました。このほか、女性、男性に関係なく活躍できる会社であることも魅力でした。実際、結婚・出産を
経て再び活躍されている女性社員も多くいて、そうした先輩社員は私にとって目標であり、仕事の励みにもなっています。
　入社してから今に至るまで、インターネット動画配信
事業「テレビ&ビデオエンターテインメント・ABEMA」
におけるCM動画の企画営業の仕事をしています。どの
ようなCM動画をつくれば、効果的に商品の売り上げを
伸ばすことができるかを企業と一緒に考えていくのが主
な仕事です。CMをつくる際には、もちろん企業の利益
につながるCMにすることを第一に考えなくてはならな
いのですが、一方で「ABEMA」の番組自体の面白さを
損ねることなく、むしろ番組を際立たせるようなCMに
して、視聴者に「ABEMA」を楽しんでもらうことも大
切で、そこがこの仕事の難しいところの一つです。
　最近では、インスタントカメラを扱う企業のプロモー
ション企画に携わりました。ターゲット層が10代、20代
の若年層であったことから、この層に人気のある
「ABEMA」の恋愛リアリティーショー（※1）に出演してい
たタレントを起用したCMを企画・制作しました。また、
制作したCMをより多くの人に見てもらえるよう、この
企業とタイアップして、渋谷にある大型雑貨店で、上記
タレントを招いた新商品とCMの披露イベントを開催す
ることや、ツイッターなどSNSを使ったCMの配信、大型
家電量販店でのCMと連動したポップによる商品PRなど
を行いました。プロデューサーらCM制作スタッフをは
じめ、タレントや販売代理店のセールススタッフなど様々
な方々の協力を得ながら、この企画の成功に向けて取り
組み、結果、この企業から売り上げが伸びたとの報告を
受けた時には非常にやりがいを感じることができました。
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は ば た け 海 老 ヶ 瀬 か ら ～ 卒 業 生 は い ま ～
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新
潟
県
立
大
学
同
窓
会「
か
ざ
し
会
」

　
　
　

会
長�

白
井
　
智
佳
子

ご
挨
拶
・
お
知
ら
せ

　

会
員
の
皆
様
い
か
が
お
過
ご
し
で

し
ょ
う
か
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
が
、
多
少
落
ち
着
い
て
き
て
は
い
ま

す
が
、
ま
だ
先
の
見
通
し
が
立
た
な
い

状
況
で
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
経

験
し
な
か
っ
た
生
活
様
式
の
中
で
、
戸

惑
い
や
不
安
を
抱
え
た
り
、
ま
た
、
こ

れ
ま
で
気
づ
か
な
か
っ
た
小
さ
な
こ
と

に
楽
し
さ
や
喜
び
を
感
じ
た
り
と
様
々

な
思
い
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
で
し
ょ

う
。
私
も
含
め
、
皆
様
が
無
事
に
乗
り

越
え
ら
れ
る
こ
と
を
祈
っ
て
お
り
ま

す
。
そ
の
よ
う
な
中
、
毎
月
行
う
か
ざ

し
会
役
員
会
も
三
月
か
ら
実
施
で
き
て

い
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、か
ざ
し
役
員
は
、

自
分
の
役
割
分
担
を
適
宜
進
め
活
動
に

支
障
が
な
い
よ
う
に
と
行
っ
て
お
り
ま

す
。
か
ざ
し
会
で
は
六
月
の
定
期
幹
事

会
（
各
科
同
窓
会
の
幹
事
と
の
会
）
の

実
施
も
紙
面
の
み
の
報
告
・
伝
達
と
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
本
当
に
判
断
に
迷

い
ま
し
た
が
、毎
年
行
っ
て
い
ま
す「
か

ざ
し
会
総
会
・
講
演
会
・
懇
親
会
」
に

関
し
て
は
、
役
員
会
の
実
施
が
で
き
ず

準
備
が
で
き
な
い
こ
と
。
第
二
波
へ
の

懸
念
。
県
を
越
え
て
の
移
動
が
容
易
に

で
き
な
い
こ
と
を
考
え
、
今
年
度
は
中

止
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
会
計
報

告
・
予
算
・
活
動
報
告
・
活
動
計
画
に

つ
き
ま
し
て
は
８
面
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。
会
員
の
皆
様
の
ご
意
見
・
質
問
等

は
、
来
年
度
の
総
会
に
出
席
し
て
い
た

だ
き
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

昨
年
度
は
新
潟
県
立
大
学
創
立
十
周

年
・
県
立
女
子
短
期
大
学
の
創
立
か
ら

の
創
基
五
十
六
周
年
を
迎
え
、
新
潟
県

立
大
学
同
窓
会
か
ざ
し
会
と
し
ま
し
て

も
、
新
潟
県
立
大
学
・
大
学
院
の
さ
ら

な
る
発
展
と
充
実
を
願
い
、
支
援
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
年
度
か
ら

国
際
経
済
学
部
も
加
わ
り
、
こ
れ
か
ら

の
新
潟
県
を
支
え
て
い
く
頼
も
し
い
若

者
た
ち
が
育
ち
、
羽
ば
た
い
て
い
く
こ

と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
の
総
会
で
ご
意
見
い
た
だ
き

ま
し
た
年
会
費
の
振
り
込
み
が
今
年
度

よ
り
郵
便
局
・
コ
ン
ビ
ニ
で
可
能
に
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
度
の
会
報
も

卒
業
生
の
そ
の
後
の
活
躍
記
事
を
掲
載

し
ま
し
た
。こ
の
記
事
は
、県
大
の
キ
ャ

リ
ア
支
援
課
松
田
さ
ん
が
東
京
ま
で
取

材
に
行
き
、
実
現
い
た
し
ま
し
た
。
こ

れ
に
は
心
よ
り
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
会
報
の
内
容
に
も
少
し
ず

つ
工
夫
を
加
え
皆
様
に
お
届
け
し
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
今
年
は
お
会
い

で
き
ま
せ
ん
が
、
来
年
は
皆
様
と
お
会

い
で
き
ま
す
こ
と
を
心
よ
り
願
っ
て
い

ま
す
。

　これからも企画営業のスキルのさらなる高みを目指して、単に企業からこんなCMを作りたいといった要望を聞いてそ
れを形にするだけでなく、こちらからどの時期に、どんな内容のCMを打ち出せば、より効果的に商品をPRできるか、商
品の販売戦略にまで関わるような営業提案ができるスキルを身につけたいと思っています。

何事も前向きに挑戦し、それをやり抜いた経験が現在の仕事の糧に
　大学時代は、興味をもったことには、とにかく何でも挑戦するようにしていました。県立大学に入って、英語が堪能な先
輩がたくさんいて憧れがあったこと、また、これからは海外も視野に入れながらビジネスをしていく必要があると感じたこ
とから、２年生の春休みから１年間、アメリカのシアトルに留学をしました。留学中は語学学校に通うだけでなく、休暇中
には旅行に出かけたり、現地のNPO法人で留学生同士の交流を促すインターンシップに参加するなど、単に語学を学ぶだ
けの留学生活にならないように工夫していました。私はこの留学に企業から奨学金の給付を受けて参加していたのですが、
奨学生を選抜するための英語を使った面接試験の前には、県立大の先生方やSALC（※2）のメンターさんには本当にお世話にな
りました。試験の競争率は高く、奨学生に選ばれるのは難しいかなと思いながらも、持ち前の前向きさでとにかく応募をし
て、試験日まで毎日のように研究室やSALCに通い、アドバイスをもらいながら対策を進めていきました。どうにか奨学金
の給付が決まった時は本当に嬉しく、何ごとも挑戦してみなければわからないということをつくづく思い知りました。
　また、大学３年生に上がった頃から、将来は、常に現在進行形で成長していくベンチャー企業で働きたいという希望をも
つようになった私は、こうした企業が多くある東京でインターンシップに参加することを考えていました。私は生まれも育ち
も新潟であったので、東京でのインターンシップの参加に不安はあったのですが、それでも時代の先端を行く東京のベン
チャー企業で働く人たちの中で自分の力を試してみたいとの思いから、３年生の後期に思い切って、渋谷にあるアルコール
飲料の輸入卸を事業とするベンチャー企業で、半年間のインターンシップに参加することにしました。東京で生活しながら
の長期にわたるインターンシップは、慣れない生活と、新たに学ぶことばかりの毎日でとても大変でしたが、それでも社員の
方と肩を並べて営業の仕事に携わり、新規顧客の開拓など、一定の業績を残せた経験は、ベンチャー企業で頑張っていける
という自信につながっただけでなく、何よりこの業界で社会に貢献していきたいという今の自分の原点になった気がします。
　「まずやってみよう」という気持ちから色々なことに挑戦をして、それをどうにかやり抜いた経験は、今でも仕事で不安
を感じる時や、困難に直面した時にそれを乗り越える力になっているように思います。後輩の県立大生も最初から自分に
は無理と先回りして諦めないで、とにかく挑戦してみる姿勢を大切にしてほしいです。
（※1）恋愛リアリティーショー…‌�事前の台本や演出のない新しいジャンルの恋愛番組。一般人の男女が出演し、現実に近い形で恋愛・

友人関係が進んでいく番組で、若者を中心に好評を得ている。
（※2）SALC…‌�Self-Access Learning Centerの略。県立大学にある、学生の自律的な語学学習を支援する施設。英・露・中・韓国語の図書や

雑誌の閲覧、DVD・CDの視聴ができるほか、常駐するメンターと呼ばれるネイティブ職員に学習上の相談をすることができる。

� インタビュアー　新潟県立大学　就職キャリア支援課　松田　和也
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公立大学法人 新潟県立大学

（2021年度新校舎完成予定）

国際経済学科国際地域学科

健康栄養学科

子ども学科

地域経済創生コース

国際経済コース

露中韓コース

比較文化コース

国際関係コース

国際地域学専攻

大学院国際地域学研究科 国際地域学部 人間生活学部 国際経済学部

大 学 組 織 図

り
ま
し
た
子
ど
も
学
科
の
入
学
定
員
を

50
名
に
増
員
し
、
ま
た
、
国
際
地
域
学

部
で
は
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
抜
本
的
に
見

直
し
、
体
系
化
い
た
し
ま
し
た
。
今
春

の
入
試
で
は
例
年
以
上
に
数
多
く
の
意

欲
溢
れ
る
学
生
が
本
学
に
入
学
を
志
願

し
て
く
れ
ま
し
た
。
ま
た
大
学
院
国
際

地
域
学
研
究
科
に
は
内
外
か
ら
の
多
様

な
学
生
が
学
ん
で
い
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
収
束
後
の
社
会

が
ど
の
よ
う
な
も
の
に
な
る
か
を
見
通

す
こ
と
は
困
難
で
す
が
、
原
状
に
戻
る

こ
と
は
な
く
、
間
違
い
な
く
変
容
す
る

で
し
ょ
う
。
そ
う
し
た
社
会
の
変
化
を

受
け
止
め
、
積
極
的
に
対
応
す
る
力
を

持
つ
逸
材
を
本
学
か
ら
数
多
く
輩
出
す

る
よ
う
こ
れ
ま
で
以
上
に
質
の
高
い
教

育
研
究
を
目
指
さ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
た
め
に
は
学
生
へ
の
支
援
や
修

学
環
境
の
整
備
が
重
要
な
課
題
と
な
り

ま
す
。
昨
年
、
本
学
の
創
立
10
周
年
、

県
立
新
潟
女
子
短
期
大
学
の
設
立
に
遡

る
こ
と
56
年
を
迎
え
た
こ
と
を
記
念
し

て
、
各
界
に
働
き
か
け
て
学
生
支
援
の

た
め
の
記
念
募
金
を
始
め
ま
し
た
。
そ

の
際
、
同
窓
会
か
ざ
し
会
か
ら
は
多
大

な
御
支
援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
心
よ

り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
卒
業

生
皆
様
の
一
人
一
人
の
支
援
は
後
輩
を

励
ま
す
大
き
な
力
と
な
り
ま
す
。
こ
の

場
を
お
借
り
し
て
皆
様
方
か
ら
後
輩
へ

の
幅
広
い
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

令
和
２
年
度
は
こ
れ
ま
で
に
経
験
の

な
い
厳
し
い
環
境
の
下
で
の
ス
タ
ー
ト
と

な
り
ま
し
た
。
感
染
が
拡
大
す
る
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
か
ら
命
を
守
る
た
め
に

人
と
人
と
の
接
触
を
避
け
な
が
ら
教
育

研
究
に
取
り
組
む
こ
と
は
難
題
で
す
。

新
学
期
は
例
年
よ
り
２
週
間
遅
れ
の
ス

タ
ー
ト
で
し
た
が
、
そ
の
後
の
授
業
は

特
別
な
場
合
を
除
き
全
て
オ
ン
ラ
イ
ン

に
よ
り
実
施
し
て
い
ま
す
。
本
学
始
ま
っ

て
以
来
の
こ
と
で
す
が
、
学
内
の
情
報

基
盤
を
整
備
し
つ
つ
、
全
学
を
あ
げ
て

遠
隔
授
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

本
学
は
新
た
な
発
展
へ
の
時
期
を
迎

え
て
お
り
ま
す
。
今
春
、
学
業
を
修
了

し
た
２
９
５
名
の
学
生
達
は
、
社
会
の

期
待
に
応
え
る
べ
く
希
望
の
就
職
先
・

進
学
先
に
向
け
て
学
窓
を
巣
立
ち
ま
し

た
。
そ
し
て
４
月
に
は
、
経
済
学
を
基

礎
と
し
た
専
門
力
、語
学
力
、情
報
デ
ー

タ
分
析
力
を
兼
ね
備
え
、
世
界
に
は
ば

た
く
人
材
を
育
成
す
る
新
た
な
教
育
拠

点
と
し
て
国
際
経
済
学
部
が
開
学
し
ま

し
た
。
人
間
生
活
学
部
で
は
懸
案
で
あ

コ
ロ
ナ
後
の
社
会
を�

�
支
え
る
人
材
が
県
大
か
ら

新
潟
県
立
大
学
学
長　
　
　

若
杉
　
隆
平

　

本
年
４
月
よ
り
新
設
さ
れ
た
国
際
経

済
学
部
の
学
部
長
を
拝
命
い
た
し
ま
し

た
。
他
大
学
で
の
行
政
の
経
験
は
い
く

ら
か
は
あ
り
ま
す
が
、
本
学
に
は
昨
年

４
月
に
着
任
し
た
ば
か
り
で
す
の
で
、

ま
だ
不
慣
れ
な
こ
と
が
多
々
あ
り
ま

す
。
皆
様
の
ご
指
導
と
ご
協
力
を
賜
れ

ば
幸
い
で
す
。

　

さ
て
、
新
設
の
国
際
経
済
学
部
に
つ

い
て
ご
紹
介
申
し
上
げ
ま
す
。
国
際
経

済
学
部
は
、豊
か
な
国
際
性
を
修
得
し
、

東
ア
ジ
ア
を
は
じ
め
と
す
る
国
際
経
済

の
専
門
知
識
を
得
て
国
際
舞
台
で
活
躍

で
き
る
力
を
持
っ
た
人
材
、
東
ア
ジ
ア

と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
中
で
発
展
す
る

新
潟
の
地
域
創
生
を
担
う
力
を
持
つ
人

材
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま

す
。
と
り
わ
け
経
済
・
産
業
の
仕
組
み

を
理
解
す
る
専
門
知
識
、情
報
分
析
力
、

確
か
な
語
学
力
・
国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
力
と
い
う
３
つ
の
実
践
力
を
身

に
付
け
、
社
会
の
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で

の
活
動
に
取
り
組
む
人
材
を
養
成
し

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
３
つ
の
実
践
力
を
備
え

た
人
材
を
養
成
す
る
た
め
に
、
経
済
学

と
と
も
に
、
情
報
・
デ
ー
タ
の
分
析
手

法
、語
学
教
育
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
、
経
済
学
に
お
い
て
は
、
最
新

の
経
済
理
論
と
と
も
に
、
国
際
経
済
と

地
域
経
済
に
関
す
る
講
義
が
用
意
さ
れ

て
い
ま
す
。こ
れ
ら
の
講
義
を
通
じ
て
、

国
際
経
済
の
深
い
知
識
、
国
際
的
な

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
中
で
地
域
の
発
展
に

つ
い
て
の
深
い
理
解
を
修
得
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

次
に
、
情
報
・
デ
ー
タ
分
析
に
お
い

て
は
、
伝
統
的
な
統
計
学
の
手
法
の
ほ

か
、
よ
り
工
学
的
な
色
彩
が
強
い
デ
ー

タ
サ
イ
エ
ン
ス
の
講
義
も
提
供
さ
れ
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
と
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
を
用
い
た
実
践
的
な
デ
ー
タ

処
理
の
力
が
修
得
で
き
る
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
語
学
に
お
い
て
は
、
本
学

の
強
み
で
あ
る
外
国
人
教
員
に
よ
る
イ

ン
テ
ン
シ
ブ
英
語
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
や

露
中
韓
言
語
の
基
礎
教
育
に
加
え
て
、

多
数
開
講
さ
れ
る
英
語
に
よ
る
経
済
学

の
専
門
講
義
に
よ
っ
て
、
実
践
的
な
語

学
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

今
後
日
本
海
側
に
お
け
る
ナ
ン
バ
ー

ワ
ン
の
経
済
学
系
学
部
と
な
る
べ
く
、

教
員
一
同
教
育
と
研
究
に
励
ん
で
ま
い

り
ま
す
の
で
、
同
窓
会
の
皆
様
の
国
際

経
済
学
部
へ
の
ご
支
援
を
何
卒
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

国
際
経
済
学
部
の

�

紹
介

国
際
経
済
学
部
長�

秋
山
　
太
郎



か　ざ　し　会　会　報
4

　県立大学の学生の皆さんの、地域貢献、国際交流、ボランティア活動等の取組を応援するため、同窓会では奨励賞を設けていま
す。同窓生の皆さんの会費を原資として副賞５万円が授与されています。
　年々取組や活動が多様化し、応募する個人や団体が増えています。今年度は18のサークルや個人の応募がありました。それぞれ
意欲的な取組で、学生の皆さんの活躍を、同窓会として応援できることをうれしく思います。
　今年度の受賞はすべて団体でした。紹介と、学生たちの活躍をお知らせします。

令和元年度かざし奨励賞受賞者（団体）
受賞者（団体）名 取　組　概　要

PEANUT 新潟市内の母子生活支援施設に出向き、毎週１回、子どもたちの学習支援やリクリエーションを行っている。長期休業で
の学習支援や夏祭り、キャンプ等の企画運営にも参加している。

そらいろ子ども食堂 温かな栄養バランスに配慮した食事を地域の子どもたちに提供する子ども食堂の継続した運営を行っている。
はばたけ22
未来の若者たちへ 他大学にも声をかけ、新潟と東アジアを中心とした国際交流の草の根活動を推進する。

RUENG 東南アジアの人々の生活の質向上を目指し、物資の支援や、募金活動によって、学校のトイレ建設、衛生教育支援等を行う。
カンボジアスタディツアーに参加し、カンボジア、タイ、ベトナムの現状を伝える活動を行っている。

人形芝居サークル 日本の伝統文化の伝承をテーマに、昔話や狂言を題材とした人形劇を、地域のイベントや施設で公演している。
とおかまちあるき
実行委員会

十日町の新たな魅力を発見し知ってもらうために、クラウドファンディングを呼びかけ、資金を調達した。着物会社に協
力を依頼し、着物の工場見学を実施した。

かざし奨励賞受賞者

かざし奨励賞受賞団体の活動の様子（一部紹介）

　子ども学科の学生51人で活
動しています。新潟市内にあ
る二つのの母子生活支援施設
に出向いて活動しています。
子どもたちの学習支援と楽し
いことを考えて製作活動や運
動遊びなどのレクリエーショ
ンを継続して行っています。

PEANUT

一般社団法人Kumaeとコラボして作成したバナナペー
パーポーチ
　東南アジアの人々の生活
支援のためにバナナペー
パーポーチを作成して学園
祭で販売。カンボジアの暮
らしを伝えました。

RUENG（ルーン）

人形劇サークル
　人形劇サークル「海老ケ瀬座」という名前で公演してい
ます。演目は民話から「三枚のおふだ」狂言から「蝸牛」「宝
の笠」「附子」落語から「芝浜」など。
　手作りの着物と人形を使って日本古来のコメディである
狂言や落語、昔話を演じます。地域の幼児からお年寄りま
で幅広い世代の方に楽しんでもらおうと練習を重ねてい
ます。

はばたけ22未来の若者たちへ
　県立大学国際地域学部が中心となって、22世紀の新潟と
世界の友好関係を築くため草の根交流を進めていこうと活
動を始めました。新潟大学や国際情報大学にも参加を募り、
異文化理解学習やティスカッションを重ねています。

　タイとベトナムの孤児院を訪問
しました。日本で集めた服や文房
具、現地で調達した日用品の物資
支援を行いました。子どもたちと
遊びや音楽演奏会を通じて、心の
ケアにもつなげました。

　カンボジアの小学校の衛生教育とトイレ建設プロジェク
トを開始し、クラウドファンディングと街頭募金を行いま
した。

「現地コーディネート：一般財団法人changアジアの子供財団」

　毎月実施される母親集会では保育の
補助、見守り保育も月２回行っていま
す。夏祭りやキャンプの参加も含め、
幅広い年齢の子どもたちと関わること
で、社会福祉や子ども理解への学びの
場になっていると考えています。
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総会
　白井かざし会会長あいさつ、役員紹介、議事等が順調に進行し、総会が終了しました。
　・かざし会決算報告・予算、活動報告・計画の承認
　・年会費の郵便振り込み、コンビニ支払いについて承認

総会・講演会・懇親会
月日　令和元年９月８日
会場　アートホテル新潟駅前

懇親会
　先生方ご出席ありがとうございました。

伊藤先生 福嶋先生田邊先生 長井先生

講演会
　副学長の黒田俊郎国際地域学部教授の「現代ヨーロッパ研究」というテーマでご講演をいただきました。ヨーロッパの中世から近代の
歴史と背景をいろいろな映画を紹介してくださりながら魅力的に語る、大変楽しい講演でした。同時に、フランス、スペイン、ドイツ、
ギリシャそしてチリ、と歴史を語るときには欠かせない、とワインについてのエピソードも興味深く、お話に引き込まれました。

講師：国際地域学部教授
　　　副学長　黒田 俊郎 氏

演題：現代ヨーロッパ研究

黒田先生が語るヨーロッパ映画は、どれも
面白そうで、機会があったら見てみたいと
強く思いました。

そのまま、先生が
お持ちになった、
ワインを飲み比べ
る昼食会に移り、
和やかな懇親会と
なりました。

卒業以来40年ぶりに
新潟を訪れたという
英文10回生和波さん

定期幹事会
月日　令和元年６月９日
会場　かざしルーム

　６月に各科同窓会幹部が一同に集まって打ち合わ
せをします。今年は国際地域学部の小谷先生が参加
されました。
　・各科決算報告・予算、活動報告・計画の承認
　・かざし会からの補助金の申請について伝達

かざし会の活動より

次回のかざし会総
会、講演会・懇親
会で、会員の皆様
にお逢いできます
ことを楽しみにし
ています。
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　2019年10月25日、新潟県立大学創立10周年・創基56周年記念式典、祝賀会が盛大に行われました。

　新潟県立大学の前身である県立新潟女子短期大学が1963年（昭和38年）に設立され、県内のみならず国内各地、海外までも活躍

の場を広げた卒業生たち、その数は１万１千人を超えました。県立新潟女子短期大学を母体にした新潟県立大学が創立10周年を迎

えたことを、卒業生の皆さまも共に喜んでいただきたいと思います。

新潟県立大学は創立１０周年を迎えました

記念式典
１　ヴァイオリン＆ピアノ演奏　　「愛の挨拶」　エルガー作曲�
　　ヴァイオリン　佐々木友子（県立新潟中央高校非常勤講師）�
　　ピアノ　　　　石井　玲子（新潟県立大学　人間生活学部教授）

２　挨拶　　若杉　隆平　新潟県立大学学長

３　祝辞　　花角　英世　新潟県知事�
　　祝辞　　玉上　　晃　文部科学省大臣官房審議官

４　祝電披露

５　学生歌合唱　新潟県立大学学生歌「明日（あす）の向こうへ」
若杉学長挨拶

花角知事祝辞 学生歌合唱ヴァイオリン＆ピアノ演奏

記念講演
　講師　大阪大学名誉教授　猪木　武徳　氏
　演題　「産業社会における大学の役割」

シンポジウム「グローバル化時代の地域社会と大学の役割」
　　　　　　 猪木名誉教授　若杉学長　黒田副学長
　　　　　　 吉田新潟経済大同友会代表幹事
　　　　　　 小田新潟日報社社長

猪木名誉教授による記念講演

白井かざし会会長祝辞祝賀会会場の様子

祝 賀 会



か　ざ　し　会　会　報
7

◎各科同窓会
県立新潟女子短期大学　家政科被服専攻・生活科学科生活科学専攻同窓会 「あかね会」（平成29年度で休会）
県立新潟女子短期大学　家政科食物専攻・生活科学科食物栄養専攻（含専攻科）
県立大学　人間生活学部健康栄養学科   

同窓会「さんしょの会」

県立新潟女子短期大学　幼児教育科・幼児教育学科
県立新潟女子短期大学　生活科学科生活福祉専攻 同窓会「まなざしの会」
県立大学　人間生活学部子ども学科

県立新潟女子短期大学　英文科・英文学科同窓会「シュリンプクラブ」

県立新潟女子短期大学　国際教養学科同窓会（平成29年度で休会）

県立大学　国際地域学部・国際地域学科同窓会「UNP RICE」

◎全学同窓会

同 窓 会 組 織 図

県立大学同窓会
「かざし会」

　かざし会の住所変更等は、県立大学ホー
ムページでもできることになりました！
（出身科・回生を忘れずご記入ください。）

住所変更等も
ホームページへ！

新潟県立大学ホームページアドレス
http://www.unii.ac.jp

令和２年度ジェルメコンサート
開催中止のお知らせ

　幼児教育科卒業生が中心となり開催し
ているピアノ連弾コンサート《ジェルメコ
ンサート》を今年度も８月に開催予定でし
たが、新型コロナウイルス感染拡大防止
の対策により、今年度は中止と致しました。
　来年は開催予定ですので、まだ参加し
たことがない方、ぜひ、参加をお待ちし
ています！第二学生歌「えーびーがせの
～♪」を一緒に歌いましょう！！
代表連絡先
25回生　齋藤　恵　TEL  090-7185-2673

　「かざし」とは、挿頭す―髪挿すの意味で、
髪や冠に花や枝を挿すことを言い、後世の
花かんざしの源流となります。
　『いにしえの　大宮人はいとまあれや
� 桜かざして　ここにつどえる』
　と万葉集にも詠われています。また、「理
想を掲げる」という意味もあります。
　昭和40年、県立新潟女子短期大学１回生
が卒業記念に桜の苗を植え、木の成長とと
もに母校が繁栄し、いつか桜花でおおわれ
ることを期待し同窓会の愛称として命名し
たものです。

かざし会の由来 　

尚
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の
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は
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◎各科同窓会 

　被服専攻・生活科学同窓会 
　　　　　　　　　「あかね会」 
 
　食物専攻・食物栄養同窓会 
　「さんしょの会」（専攻科をふくむ） 
 　生活福祉同窓会「大福会」 
 

　幼児教育科・幼児教育学科同窓会「わ」 
 
　英文科・英文学科同窓会「シュリンプクラブ」 
 
　国際教養学科同窓会 

◎
全
学
同
窓
会 

組　織　図 かざし会の由来 

　「かざし」とは、挿頭す一髪挿すの意味で、
髪や冠に花や枝を挿すことを言い、後世の花か
んざしの源流となります。 
　『いにしえの　大宮人はいとまあれや 
　　　　　　　桜かざして　ここにつどえる』 
と万葉集にも詠われています。 
　１回生が卒業記念に桜の苗を植え、木の成長
とともに母校が繁栄し、いつか桜花でおおわれ
ることを期待し同窓会の愛称として命名したも
のです。 

県
立
新
潟
女
子
短
期
大
学 

同
窓
会
「
か
ざ
し
会
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　本学での学業を終えられ、今は元気でご活躍のことと存じます。
　さて、在学中に日本学生支援機構の奨学生であった皆様は、奨学金の返還を開始されていることと存じます。
　奨学金は口座振替により返還することとなっていますが、例年、最初の引き落としができない方がいるそうです。最初
の引き落としができないと、延滞となって、なかなか抜け出せなくなる恐れがあります。
　そのようなことがないように、在学中からさまざまな機会にご説明をし、資料をお配りしてきましたが、改めて《注意
喚起》のために、このお知らせを掲載します。
　あなたの返還金は、口座から、きちんと引き落とされていますか。
　あるいは、口座振替の手続きを行っていないため日本学生支援機構から請求書を受け取って、まだ支払いが済んでいな
いようなことはありませんか。
　もう一度、ご確認ください。
　万一、返還が困難な場合は、返還期限猶予制度や減額返還制度（※）などの仕組みがありますので、今すぐ《日本学生
支援機構の相談窓口》に電話してください。ご相談の際には、奨学生番号をお伝えください。
※第一種奨学金の返還方式で所得連動返還方式を選択している場合、減額返還制度は利用できません。
　すでに返還していたり、在学届の提出や返還期限猶予などの手続きを済まされている方は、特に手続等は必要ありません。
　奨学生であった皆様の奨学金の返還金は、次の奨学金の原資となります。本学としても、後輩学生たちのため、皆様に
格別の留意をお願いする次第です。
《日本学生支援機構相談窓口》　電話0570-666-301
（海外からの電話、一部携帯電話、一部IP電話　専用ダイヤル03-6743-6100）
　　　　　�詳しいことを知りたいときは、下記サイトをご覧ください。�

https://www.jasso.go.jp/shogakukin/henkan/

日本学生支援機構の奨学生であった皆様へ
卒業された皆様へ日本学生支援機構からのお知らせ

　このたびの新型コロナウイルス感染拡大の状況を受け、皆様の健康面、安全面を考慮し、感染リスク回避のため、今年度のかざし会

総会は中止といたします。

　毎年、たくさんの会員の皆さまにご参加いただき、総会、講演会、懇親会を開催してまいりましたが、大変残念に思っております。

　昨年度の決算報告、今年度予算、活動報告、活動計画につきましては、８面に掲載し、会員の皆さまへの報告に代えさせていただき

ます。ご意見、ご質問がおありでしたら、来年度の総会でお聞かせください。次回のかざし会総会開催につきましては、来年度の広報

紙「かざし」でご案内いたします。

令和２年度 かざし会総会は中止します



　皆さまの会費により、同窓会「かざし会」は運営されています。
　広報紙「かざし」と、各科同窓会の会報誌は、卒業生で住所が登録されている方には、
年会費納入を問わず、全員に送らせていただいています。
　また学生の意欲的な取組や自治会の活動等への支援にも遣わせていただいています。
　今年から、ご要望にお応えして、郵便振り込みだけでなく、コンビニエンスストアでも
納められるようになりました。お買い物のついでに、年会費の振り込みをお忘れなく。ど
うぞよろしくお願いいたします。

同窓会費（２千円）はコンビニでも納められます!
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令和２年度　かざし会役員名簿
役 職／役 員 名 専攻 TEL

会 長
（兼かざし奨励賞）� 白井智佳子 幼９
副会長
（兼かざし奨励賞）� 富山　　歩 国１
副会長
（兼かざし奨励賞、会報・HP）�中山　知子 幼９

会 計� 谷　　良子 食5

会 計� 住川　敦子 食15

会 報� 元田　槇子 被1

会 報� 岩田すみ江 英9

名簿管理� 岩下万紀子 英10

名簿管理� 小熊　由美 幼16

企 画� 井上　秋江 幼1

企 画� 水澤　和子 食4

入会金� 盛山恵莉子 国際地域7

入会金� 大和田成矢 国際地域2

会計監査� 川上　陽子 英３
各科同窓会
：さんしょの会会長 �荻原　涼介 健康栄養4

：まなざしの会会長� 坂井ひろみ 幼23

：シュリンプクラブ会長� 戸根　喜子 英22

：UNP RICE会長� 盛山恵莉子 国際地域7

：あかね会� 平成29年度で活動休止

：国際教養� 平成29年度で活動休止

令和元年度　事業報告
４月８日　入学式参列（朱鷺メッセ）
4月･10月　県立大学創立10周年・創基56周年
　　　　　記念事業推進会議出席（県立大学）
５月28日　新潟県立大学後援会出席（万代シルバーホテル）
６月９日　定期幹事会開催（かざしルーム）
８月５日　会報発行
９月８日　総会開催（アートホテル新潟駅前）
　　　　　講演会　講師　黒田　俊郎　氏
　　　　　（副学長・国際地域学部教授）
９月11日　新潟県立大学臨時後援会出席（万代シルバーホテル）
９月24日　県立大学創立10周年・創基56周年
　　　　　記念事業推進会議出席（県立大学）
10月25日　新潟県立大学創立10周年･創基56周年祝賀会
　　　　　記念式典・祝賀会出席（ANAクラウンホテル）
２月27日　かざし奨励賞審査委員会出席（新潟県立大学）
３月　　　かざし奨励賞授与
毎月　役員会　各事業準備、資料作成、
　　　会費入金状況確認　HP更新作業等

令和２年度　事業計画
４月７日　県立大学入学式（中止）
５月15日　新潟県立大学後援会検討項目意見提出
６月７日　定期幹事会　各科代表へ文書通達
８月上旬　会報発行
９月６日　総会（中止）
　　　　　県大生・卒業生によるアカペラコンサート
　　　　　（来年度へ出演延期）
２月　　　かざし奨励賞審査委員会出席
３月　　　卒業式・かざし奨励賞授与式出席
　　　　　（朱鷺メッセ）
毎月　役員会　各事業準備、資料作成、
　　　会費入金状況確認　HP更新作業等
　　　※新型コロナウイルス感染予防のため活動自粛

令和元年度かざし会決算報告 令和２年度かざし会予算
【収入の部】� （単位：円）（△減）
項 目 予 算 額 決 算 額 比 較 備 考
前年度繰越金 753,997 753,997 0
入会金（平成27年度繰入） 3,258,086 3,258,086 0
積立金より繰り入れ 0 0 0
年 会 費 1,000,000 1,100,000 100,000 478名
総会懇親会参加費 150,000 84,000 △66,000 3,500円×24名
雑 収 入 500 328 △172 利子
合 計 5,162,583 5,196,411 33,828

【支出の部】
項 目 予 算 額 決 算 額 比 較 備 考
各学科補助金 1,200,000 1,100,000 △100,000 30万×3、20万×1
定 期 幹 事 会 30,000 24,254 △5,746
総 会 費 300,000 236,025 △63,975
かざし室家賃 630,000 630,910 910
かざし室維持管理費 60,000 65,428 5,428 光熱費等
会 議 費 100,000 76,103 △23,897
役 員 活 動 費 200,000 287,624 87,624
後援会費（県立大） 30,000 34,000 4,000
各科同級会補助金 100,000 0 △100,000
県立大学生自治会補助金 50,000 50,000 0
会 報 発 行 1,700,000 1,630,235 △69,765 印刷代、送料等
事 務 通 信 費 80,000 84,730 4,730
名簿メンテナンス 80,000 75,600 △4,400
ホームページ管理費 207,360 207,360 0
雑 費 50,000 67,775 17,775 振込手数料他
慶 弔 費 50,000 22,000 △28,000
積 立 金 0 0 0
予 備 費 295,223 84,463 △210,760 パソコン購入費
合 計 5,162,583 4,676,507 △486,076

次年度へ繰り越し 519,904

【収入の部】� （単位：円）（△減）
項 目 予 算 額 前年度予算額 比 較 備 考
前年度繰越金  519,904  753,997 △ 234,093
入会金（平成28年度繰入）  3,879,202  3,258,086  621,116 
積立金より繰り入れ 0 0 0
年 会 費  1,000,000  1,000,000 0
総会懇親会参加費  150,000  150,000 0
雑 収 入  500  500 0
合 計  5,549,606  5,162,583 387,023

【支出の部】
項 目 予 算 額 前年度予算額 比 較 備 考
各学科補助金 1,200,000 1,200,000 0 30万×4同窓会
定 期 幹 事 会 30,000 30,000 0
総 会 費 300,000 300,000 0
かざし室家賃 640,000 630,000 10,000
かざし室維持管理費 70,000 60,000 10,000
会 議 費 100,000 100,000 0
役 員 活 動 費 300,000 200,000 100,000
後援会費（県立大） 34,000 30,000 4,000
各科同級会補助金 100,000 100,000 0 1万×10
自治会補助金 50,000 50,000 0
会 報 発 行 1,700,000 1,700,000 0 印刷、送料等
年会費納入手続関連 300,000 0 300,000 初期費用＋管理費
事 務 通 信 費 90,000 80,000 10,000
名簿メンテナンス 80,000 80,000 0
ホームページ管理費 207,360 207,360 0
雑 費 68,000 50,000 18,000
慶 弔 費 50,000 50,000 0
積 立 金 0 0 0
予 備 費 230,246 180,459 49,787
合 計 5,549,606 5,047,819 501,787
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